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カルシウムおよび二価陽イオン選択性電極を用いる

マグネシウムとカルシウムイオン混合物の分別定量

鹿島哲，河村倫子

（日本薬学会第例年金（1971.4）で発表）

No. 16 (1971) 

〔目的，方法〕 Ca＋＋と Mg＋＋の混合物中の各イオンを定量するため， Ca＋＋のみに応答する

カルシウムイオン選択性電極と， Ca＋＋および Mg＋＋に応答するこ価陽イオン選択性電極を使っ

て試料溶液の起電力を測定してみた．電極および測定装置は Orion社製である．

〔実験結果〕 まず pH6～10範囲内で，カルシウムイオγ選択性理極は Ca＋＋の濃度 10-1～

1Q-5M範囲で 25mV/pCで測定でき， Mg＋＋の感度は Ca＋＋の 1/70であり，二価陽イオン選

択性電極は Ca＋＋および Mg＋＋の濃度 10-1～10-5M範囲で， Ca＋＋は 25mV/pC, Mg＋＋は

26mV/pCで測定できることを確かめた．

10-2～10」M の Ca＋＋と 10-1～10-4Mの Mg＋＋との混合物に一定量のアンモニウム塩緩衝

溶液またはトリエタノーノレアミン水溶液を加えて pH8.0～9.5とし， まずカルシウムイオン選

択性電極で測定したところ， Ca＋＋単独試料の場合と比較して濃度による起電力変化は同じで，

その起電力も土2mVで一致したので，混合試料中の Ca＋＋が定量できた． また， Ca＋＋と

Mg＋＋の濃度の和は二価陽イオン選択性電極で 24mV/pCで，その起電力は土3mVで一致し

た値がえられたので，混合試料中の Mg＋＋の濃度が計算できた． 測定をイオン標準裕液と比較

しながら行なえば， 10-2～10-4Mの混合溶液中の Ca＋＋の濃度は土5%以内， Mg＋＋の濃度は

土20%以内の精度で測定できることがわかった． なお，溶液のイオン強度および緩衝溶液の違

いによる影響，およびカルシウムイオン選択性電極と二価陽イオン選択性電極右t直接組合わせた

ときの起電力から Mg＋＋を測定する方法についても報告した．

温度摘定法によるサルファ剤の定量

小川真知子，藤江忠雄，鹿島哲

（日本薬学会第91年会（1971.4）で発表）

〔目的〕 簡便な装置で短時間にしかも指示薬を用いずに行なえる温度滴定法を，局方医薬品の

定量に活用しようと試みた．前回の脂肪族，芳書族アミンの酸溢基滴定に続いて，今回は芳香族

第一級アミンの定；量に用いられるジアゾ化法を，室温条件のもとで一連のサルファ剤について検

討した．

〔実験〕 装置はコプル自動熱分析器201型プリッヂを使用．付属のデュワーピンに塩酸酸性と

した試料液 3伽n],を入れ， スタラーで十分撹枠し， Metrohm製 DosimatE 412 （全量 lml)

から亜硝酸ナトリウムを定速で滴下させ，温度検出にはサーミスターを使用， 目立製 QPD54 

形記録計（fullscale 1 °C)で記録した．

〔結果〕 8%塩酸酸性としたスノレフアミンで測定を行なった．ジアゾ化法は反応の進行が瀧い
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ので滴下速度が早い場合は大きな誤差を生じたが，遅くすると（0.228ml/min）土3%の誤差範

囲であった．なお反応促進剤として臭化カリウム（6g/100ml）を加えると速度が早くても同様に

良い結果が得られた．反応開始点，終点も非常に明確である．スルファイソミジン，スルファグ

アニジン， λルファチアゾール，スルフアメトミジン，スルブアメトキシピリダジン，スルブア

メチルチアジアゾールは 8%，スルフアジアジンは 12%塩酸酸性溶液から同様に滴定できる．

塩酸酸性としても水に難溶なスルフアジメトキシンは一定量のアセトンを，スルファイソメゾー

ル，九ノレフアブエナゾール，キシロイノレスルファミンはエタノールを添加し溶解させた混合溶媒

で試みた．各々 ±3%前後の誤差で測定可能であることが判明した．

示差滴定装置を用いた温度滴定法による定量分析の検討

森下裕世，藤江忠雄

（日本薬学会 第91年会（1971.4）で発表）

〔目的〕 温度滴定を示差法で行なうことにより，溶媒等による誤差因子を除き，かつ温度差検

出感度を上昇させた際の定量の精度および反応熱の再現性について，脂肪族アミンの中和反応，

芳香族アミンのジアゾ化反応によって検討した．

〔実験〕 宝工業製温度差電圧変換器を用いて反応セルとプランクセルとの温度差を検出し，北

辰電機製卓上記録計（fullscale 0.5°C)によってこれを記録させた．反応セル，プランクセルは

ともにコブ、ル社製デ、ュアーびんを用い，十分に撹枠を行ない，反応セル中には検体，ブランクセ

ル中には検体と同量の溶媒を入れ，それぞれ Metrohm社製 DosimatE 412の自動ピュレツ

トから試薬を定速で、滴下させた．

〔結果〕 プロピルアミン，ブ、チルアミン各種の中和反応熱の測定および定量を行なった結果，

始点，終点とも非常に明確で，示差法の特徴であるプランク曲線と過剰曲線との平行性がよく，

濃度 0.0075～0.0025Mにおいて誤差 1.5%以内であった． また反応熱は濃度に比例し，示差

法でない温度滴定法とくらべて良好な結果を得た．さらにサルファ剤のジアゾ化反応については

10%塩酸溶媒で反応させたにもかかわらず過剰曲線はプランク曲線に対して平行で，反応熱は

濃度に比例した． スルファメチゾーノレでは 0.01～0.03Mの濃度範囲で誤差 2%以内で反応熱

の再現性も良好であった．

植物粘質物〈第2報〉

アマドコロ根茎の粘質多糖類の単離と性質

友田正司，吉田淑子，田中ひろみ

（日本薬学会 第91年会（1971.4）で発表）

〔目的〕 アマドコロの根茎は生薬の萎礎として用いられ，粘質物を含むことが知られている

が，本報では生薬の水溶性成分研究の一環として，粘質多糖類を単離し性質を検討した結果を述

べる．


